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【中央戦・戦績】
攻守、キッキング、キックカバー、それぞれ
の役割をしっかり果たし、まさにチーム一丸
で勝ち取った一勝。

攻撃においては、今期初スターターとなっ
た＃18・QB穴田が臆することなく堂々とし
たクォーターバッキングでテンポのいい攻
撃をした。守備においては、4インターセプ
ト、1ファンブルリカバー、QBサックとスタンド
の歓声が沸き上がるビックプレイが続出。

また、4ｔｈdownパントで観客席は普通にパ
ントかと思っていたが、RB＃6森川の類まれ
なセンスを活かしたスペシャルプレイでTD。
歓喜が響き渡った。
この日、4本フィールドゴールを決めた＃87
近藤。うち1本は、47ヤードのロングキックを
決めた。これにより近藤選手はKCFAが選
ぶ今節のMVPを受賞

http://www.kcfa.jp/files/user/result_pdf/2021111403.pdf（KCF/HPより抜粋）

早稲田戦みどころ

今期も攻撃はQB＃12國元、リターナーにも入る
＃2石原が多彩なプレイを繰り出してくる。
RB＃25花宮、＃33安村、WR＃8佐久間は身体能力に
長け、ここぞというところで決め、的が絞りにくく非
常に厄介。

右記は昨年の戦績。黄色の囲みは前半早稲田に押され
14点先行された後、3Qに3rdコンバージョンを決め明
治が猛追した記録。ディフェンスが無得点に抑えてく
れている状況下、残り数分で投じたパスは早稲田選手
の胸元に収まり、万事休す、だった。

今節も先行される可能性は否定できないが、中央戦同
様、攻守、キッキングぞれぞれのパフォーマンスが高
ければ高いほど勝利に近づく。

集中力を高め、ミスなく、ターンノーバー合戦にも勝
つことで勝利を手中に収めることは、十分可能だろう。
5試合を経て多くの課題をクリアしてきた。

きっと視界が変わるはず...

Breakthrough
GO GRIFFNS

http://www.kcfa.jp/files/user/result_pdf/2021111403.pdf

